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研究成果の概要（和文）：本研究では、奄美群島等を事例に、環境評価手法等を用いることで、地域住民、観光
客等の認識や行動に基づいて文化生態系サービスを定量的に評価した。また、評価結果と生物多様性データ等を
統合することで、生物多様性と文化生態系サービスの両者を効果的・効率的に維持・向上させるための自然保護
区の管理・デザインを提案した。また、評価手法自体の発展に向けて携帯電話ネットワークデータを活用した環
境評価手法の開発に取り組んだ他、自然保護区における関連環境政策・施策の導入実験についても科学的知見に
基づいて積極的に協力を行った。

研究成果の概要（英文）：The present research quantitatively evaluated cultural ecosystem services 
based on the recognitions, attitudes, and behaviors of local residents and tourists in the Amami 
Islands, especially using environmental valuation methods. It also proposed the management and 
design of protected areas to effectively and efficiently maintain and improve both biodiversity and 
cultural ecosystem services by integrating the research findings and biodiversity data. In addition,
 in order to develop the valuation methods, research efforts were made using Information and 
communications technology (ICT). Furthermore, the present research contributes to relevant 
environmental policies in protected areas by cooperation based on scientific knowledge and findings 
from field experiments and surveys. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は観光利用を中心とした文化生態系サービスについて、環境評価手法等を用いることで定量
的に把握したことである。特に希少種の観察ツーリズムから得られる地域社会への経済便益について理論と合わ
せて実証的に評価した一連の研究は保全のみならず観光分野においても顕著な成果である。本研究は実際の国立
公園等、利用と保全のルールづくりが検討されている地域（奄美群島等）で実施したものであり、科学的知見を
もって環境施策・施策のデザインに貢献した社会的意義は大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
生物多様性条約第 10 回締約国会議では、自然との共生に向け、2020 年までに「少なくとも陸
域 17%、海域 10%が保護区等によって保全されること」等の愛知目標が採択された。 
このような背景から自然保護区の拡大は環境政策における喫緊の課題となっており、自然科学
的な観点から効果的・効率的な保護区デザインに資する研究が進められてきた (Metcalfe et al., 
2015. Conservation Biology) 。 
しかし、生物多様性の保全だけを目的に据えた保護区の拡大は必ずしも人々に受け入れられる
ものではない。例えば、申請者等は知床半島のヒグマ管理を事例に自然保護区から利益を享受
していない住民が保護区の設置に否定的な態度を示すことを報告している（Kubo and Shoji., 
2014. Biological Conservation)。このことは、自然保護区を拡大するためには、生物多様性のみ
ならず関係者が生態系から便益やサービスを享受できる保護区の仕組み・デザインが必要であ
ることを示唆している。 
我が国では奄美群島が国立公園および世界自然遺産への登録準備を進めている。亜熱帯照葉樹
林を中心とした奄美群島の豊かな生態系は、これまでも地域住民や観光客等に様々な便益・サ
ービスを提供していることは疑いの余地はないが、それらの便益・サービスは定量的には十分
評価されてこなかった。そのため、自然保護区の設計において、便益やサービスの統合は不十
分であり、生物多様性保全に加え、観光等の文化生態系サービスを評価し、両者を統合的に扱
うことで両者のバランスを考慮した自然保護区デザインの確立が求められている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、奄美群島を中心として、生物多様性と文化生態系サービスを評価し、両者の機能
を効果的・効率的に発揮する自然保護区の管理・デザインを提案することである。また、文化
生態系サービスと生物多様性の評価を統合するため、評価手法の開発・改善に取り組む。最後
に効果的な自然保護区の設計に向けて、社会科学的な知見に基づく管理施策・政策を提案する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は図１に示す奄美群島を主たる調査地として、文化生態系サービスを多面的に把握する
ため、観光客及び地域住民を対象としたアンケート調査を実施した。また、評価手法の開発・
改善に向けて通信企業が所有する携帯電話のローミングデータを用いた解析を行った。生物多
様性データとの統合を目的に上記生態系サービスおよび便益の地図化を行い、統合手法の検討
を行った。加えて、実際の国立公園政策・施策への貢献を目的として、社会実験等に合わせて
アンケート調査やフィールド実験を実施した。 
 

 

図 1 奄美群島の位置図 

 



４．研究成果 
 
本研究の主要な成果を下記の通り 3つにまとめる。 
 
(1) 観光客を対象としたアンケート調査の結果 
観光客がどのような自然を観光資源と捉えているのか、定量的に分析を行った。特にアマミノ
クロウサギを対象とする観察ツアーについては、アマミノクロウサギとの遭遇確率があがるに
つれ、観光客のツアー参加率およびガイドの期待収入が増加することが示された（図 2; Kubo et 
al. 2019. Tourism Management）。 
本研究はアマミノクロウサギの観察ツアーという一例を通じて、生物多様性・希少種を保全す
る自然保護区のデザインが野生動物ツーリズムを通じて、地域経済に貢献する可能性を具体的
に示した。 
 

 

図 2 アマミノクロウサギの観察確率に応じた観光客のツアー参加率とガイド収入の変化

（Kubo et al. 2019. Tourism Management） 

 
 
(2) 地域住民を対象としたアンケート調査の結果 
地域住民が享受している生態系サービス・便益を把握するため、6 段階 [ほとんどしない〜ほ
ぼ毎日] のリッカート尺度の設問（表 1）を用いて、自然との関わり頻度の把握を行った。 
 

表 1 自然との関わり頻度に関する設問項目 

設問項目（自然との関わり） 

1.  砂浜やビーチで過ごす、散歩する 
2.  川や海での魚つり 
3.  川や海での魚を突く、捕まえる 
4.  磯でアオサや貝、タコ等を採る 
5.  川や海で泳ぐ、飛び込む 
6.  森や林の中で過ごす、散歩する 
7.  自然の薬草や山菜採り 
8.  自然の果物や木の実、きのこ採り 
9.  森や林の中で薪拾い 
10.  海岸や森林での BBQやキャンプ 



分析の結果、自然との関わり頻度は砂浜やビーチで過ごす、散歩する、森や林の中で過ごす、
散歩する…の順で頻度が高いことが示された。また、各自然との関わり頻度は空間的にもバラ
ついており、各島の自然環境・生物多様性と関係があることが示唆された（図 3）。  
 

 
図 3 地域住民の自然との関わり頻度に関する空間的なばらつき 

 
 
(3) その他 
評価手法の開発・改善に向け、通信会社のデータ（モバイル空間統計）を活用し、奄美群島内
で人々の行動の把握を試みた。その結果、図 4に示す通り、人々の動態を把握することができ
た一方、島嶼地域では圏外（NA）となる地域も多く、アンケート調査等との統合によって生態
系サービスの空間的把握に努める必要性が示唆された。本研究ではアンケート調査および本通
信会社のデータから把握された文化生態系サービスに加え、国土数値情報や環境省等が提供す
る国土利用データや生物多様性データを用いて、相補的な解析を試みた。相補的な解析からは
一定の科学的知見が得られたものの、実際の保護区デザインに貢献するためには生態系サービ
スや生物多様性情報の充実が過大であることが示された。 
 
 

 
図 4 通信会社のデータを用いた奄美群島内の人口分布 

 
 
また申請者らは行政機関と連携してアンケート調査やフィールド実験を実施、どのような管理
施策が望まれるのか科学的知見を収集し、実際の自然保護区の管理・運営に貢献するとともに、
学術論文として刊行した（三ツ井・久保., 2018. 林業経済研究, Kubo et al. 2018. Ecological 
Economics）。 
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